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西
中

３
年

飯
田　

ひ
か
り

南
中

２
年

尾
花　

陸
斗

３
年

大
島　

茄
巳
琉

北
中

１
年

溝
口　

新
大

２
年

高
田　

一
冴

赤
見
中

２
年

石
川　

翔
海

３
年

塩
島　

遥
希

髙
橋　

和
雅

渡
邉　

夢
万

川
崎　

大
也

塩
島　

健
吾

津
久
井　

華

田
沼

東
中

２
年

小
野　

楽
翔

菅
江　

桜
子

川
久
保　

匠

中
里　

百
葉

３
年

初
山　

龍
空

小
野　

響
聖

金
井
田　

豪

田
沼

西
中

２
年

熊
倉　

直
希

３
年

岩
﨑　

皐
晟

橋
本　

潤
也

葛
生
中

２
年

芹
澤　

春

３
年

牛
久　

葵

大
木　

憧
真

常
盤
中

１
年

土
澤　

悠
貴

佐
野
高

附
属
中

１
年

山
中　

晴
翔

２
年

白
井　

美
咲

小
林　

由
乃

３
年

村
井　

謙
斗

佐
野
日

大
中
等

教
育

２
年

山
下　

聖

■
問
合
せ
＝
ス
ポ
ー
ツ
立
市
推
進

課
☎
（２０）
３
０
４
９

　

ス
ポ
ー
ツ
賞
・

ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
賞

　

ス
ポ
ー
ツ
の
全
国
大
会
な
ど
で

優
秀
な
成
績
を
残
し
た
児
童
・
生

徒
な
ど
を
表
彰
し
ま
し
た
（
敬
称

略
）。
※
学
年
は
表
彰
時
の
も
の

●
ス
ポ
ー
ツ
賞

佐
野
日

大
高
校

３
年

大
平　

翔
士

●
ス
ポ
ー
ツ
特
別
賞

佐
野
日

大
高
校

３
年

樋
口　

翔
太

指
導
者

大
関　

利
治

社
会
人

落
合　

広
樹

●
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
賞

天
明
小

５
年

後
藤　

結
愛

植
野
小

４
年

川
島　

大
歩

５
年

落
合　

由
征

犬
伏
小

４
年

溝
口　

舜
大

城
北
小

２
年

高
橋　

大
雅

３
年

篠
原　

和
道

高
橋　

柊
也

麦
倉　

幹
大

４
年

阿
久
津　

優
愛

柳
澤　

希
南

石
田　

雄
星

５
年

飯
田　

晟
継

本
島　

敬
大

谷　

来
夢

山
本　

史
苑

片
山　

侑
也

麦
倉　

大
翔

６
年

中
澤　

友
梨

小
野　

航
河

関
口　

颯
斗

小
池　

智
紀

塚
越　

悠
冬

北
村　

駿
吾

城
北
小

６
年

岡　

寿
羽
人

片
山　

直
也

笠
原　

龍
生
夢

飯
塚　

大
樹

小
竹　

知
恩

赤
見
小

４
年

萩
野　

雄
介

５
年

戸
室　

一
吹

大
沼　

来
翔

６
年

石
川　

純
吏

八
下
田　

さ
く
ら

石
塚
小

３
年

上
田　

敢
太

５
年

須
永　

椋
耶

出
流
原

小

６
年

大
貫　

愛
梨

小
倉　

優
巴

柿
沼　

和
華

田
沼
小

３
年

白
土　

秀
人

５
年

的
場　

康
気

横
田　

周

白
土　

秀
哉

小
松
原　

将
真

６
年

石
田　

眞
ノ
介

吉
水
小

５
年

小
林　

昂
雅

亀
山　

尋
乙

中
田　

凱
聖

６
年

初
山　

龍
大

栃
本
小

５
年

渡
邉　

宗
純

多
田
小

５
年

冨
田　

楓
太

三
好
小

６
年

川
村　

健
太

城
東
中

１
年

川
上　

想
太

２
年

池
田　

紀
央
里

渡
辺　

麗
心

３
年

寺
岡　

光
太
郎

ブ
ル
ガ　

ア
リ
エ
ル

西
中

１
年

吉
田　

紗
葉

２
年

岡
田　

知
里

町
田　

紗
南

横
塚　

香
美

３
年

林　

愛
音

　適正配置計画は、さまざまな施策分野における施設面の取組に関する横断的な計画で、「保育所整備

運営計画」などの個別施設計画の上位計画に当たります。今後、個別施設計画はこの計画を踏まえて策

定されますが、具体的な取組や実施時期は、個別施設計画を優先して進めていきます。

　また、この計画は３０年に渡る長期の計画です。これを１０年ごとに前期・中期・後期に分けて取組

を行っていきます。どの計画期間に取組を行うかは、各施設の耐用年数に基づいています。　　　

　今後は、この耐用年数が終了する

時期や、個別施設計画の取組時期を

目安として進めていきますが、拙速

に施設の統廃合を進めるのではな

く、市民の皆さんと十分な意見交換

を行いながら、まちづくりを長期的

に見据えた施設配置を目指します。

市有施設適正配置 　　　　　　　　　　　　　　■問合せ＝行政経営課☎（２０）３００５

～第９回 計画の位置づけと計画期間の考え方は？～
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皆さんの生活に関することについてのお知らせです。

平
成
31
年
度
「
協
会
け
ん
ぽ
」

の
保
険
料
率
の
お
知
ら
せ

　

中
小
企
業
な
ど
で
働
く
方
や
そ

の
ご
家
族
が
加
入
し
て
い
る
健
康

保
険
「
協
会
け
ん
ぽ
栃
木
支
部
」

の
31
年
度
の
健
康
保
険
料
率
は
据

え
置
き
で
す
。
ま
た
、
介
護
保
険

料
率
は
、
4
月
納
付
分
か
ら
現
在

の
1.57
％
か
ら
1.73
％
へ
引
き
上
げ
と

な
り
ま
す
。

■
問
合
せ
＝
協
会
け
ん
ぽ
栃
木
支

部
☎
０
２
８（
６
１
６
）１
６
９
２

電
気
柵
購
入
助
成

　

市
有
害
鳥
獣
被
害
対
策
協
議
会

で
は
、
イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ
の
被
害

か
ら
農
作
物
を
守
る
た
め
、
電
気

柵
の
設
置
を
推
進
す
る
よ
う
、
予

算
の
範
囲
内
で
補
助
を
行
い
ま

す
。
▼
補
助
対
象
者
＝
市
内
の
農

地
を
耕
作
し
て
い
る
個
人
、
法
人
・

営
農
集
団
で
５
せ（
５
ａ
）以
上
の

農
地
に
設
置
す
る
方

▼
対
象
機
種
＝

・
イ
ノ
シ
シ
用
（
電
池
式
・
ソ
ー

ラ
ー
式
）
100
～
500
ｍ
の
各
機
種

・
シ
カ
用
（
電
池
式
・
ソ
ー
ラ
ー
式
）

100
～
300
ｍ
の
各
機
種

※
当
協
議
会
が
業
者
と
単
価
契
約

し
た
電
気
柵
に
限
り
、
購
入
額
の

一
部（
40
％
以
内
）
を
補
助
し
ま

す
。
各
機
種
の
負
担
額
は
4
月
下

旬
に
決
定
し
ま
す

▼
申
込
＝
５
月
７
日

（火）
以
降
、
同

協
議
会
事
務
局（
田
沼
行
政
セ
ン

タ
ー
２
階
）
に
あ
る
「
電
気
柵
設

置
補
助
申
請
書
」
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
申
請
で
き
る
電
気
柵
の
数

量
は
、
個
人
経
営
体
は
１
セ
ッ
ト
、

認
定
農
業
者
と
法
人
・
営
農
集
団

は
２
セ
ッ
ト
ま
で
で
す
。

※
申
請
に
は
設
置
す
る
農
地
の
地

番
お
よ
び
面
積
が
必
要
で
す

■
問
合
せ
＝
農
山
村
振
興
課
鳥
獣

害
対
策
係
☎
（６１）
１
１
６
３

野
生
鳥
獣
を
捕
獲
す
る
に
は

許
可
が
必
要
で
す

　

全
て
の
野
生
鳥
獣
は
法
律
に
よ

り
保
護
さ
れ
て
お
り
、
捕
獲
を
行

う
場
合
は
狩
猟
免
許
や
捕
獲
の
許

可
が
必
要
で
す
。
ハ
ク
ビ
シ
ン
や

ア
ラ
イ
グ
マ
、
カ
ラ
ス
、
ド
バ
ト

に
つ
い
て
は
、
狩
猟
免
許
が
無
く

て
も
、
農
作
物
や
生
活
環
境
被
害

を
及
ぼ
す
も
の
に
限
り
捕
獲
の
許

可
を
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
上

記
の
鳥
獣
の
捕
獲
を
行
う
際
は
、

許
可
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
合
せ
＝
農
山
村
振
興
課　

☎
（６１）
１
１
６
３

平
成
31
年
度
後
期
危
険
物
取

扱
者
試
験
の
実
施

▼
試
験
日
＝
６
月
２
日

（日）

▼
会
場
＝
白
鷗
大
学
足
利
高

等
学
校
ほ
か
▼
受
験
料
＝
甲

６
５
０
０
円
、
乙
４
５
０
０
円
、

丙
３
６
０
０
円　

※
乙
と
丙
の
受

験
資
格
の
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん

▼
申
込
＝
４
月
１
日

（月）
～
12
日

（金）

の
間
、
消
防
本
部
予
防
課
・
東
消

防
署
・
西
消
防
署
・
北
分
署
に
て

願
書
の
配
布
、
受
付
を
し
ま
す
。

※
（一財）
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
申
し
込
み

で
き
ま
す

■
問
合
せ
＝
同
課
☎
（２３）
９
９
１
０

郷
土
博
物
館
第
69
回
企
画
展

「
須
永
文
庫
資
料
展
‐
日
韓

の
近
代
‐
」
記
念
講
演
会

●
須
永
文
庫
に
お
け
る
朝
鮮
絵

画
に
つ
い
て
～
朝
鮮
人
士
た
ち
と

の
交
流
を
中
心
に
～

▼
日
時
＝
５
月
12
日

（日）
午
後
２
時

～
３
時
30
分
▼
会
場
＝
同
館

▼
定
員
＝
先
着
80
人

▼
講
師
＝
金
貴
粉
さ
ん
（
国
立
ハ

ン
セ
ン
病
資
料
館
学
芸
員
）

▼
費
用
＝
無
料
（
入
館
料
は
必
要
）

■
申
込
＝
電
話
に
て
同
館

☎
（２２）
５
１
１
１

固
定
資
産
税
の
納
税
通
知
書

を
４
月
11
日
に
発
送
し
ま
す

　

内
容
を
確
認
の
う
え
、
納
期
限

ま
で
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

個
人
情
報
保
護
の
た
め
、
電
話

に
よ
る
お
問
い
合
わ
せ
に
は
回
答

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
窓
口
に
お
越
し
に
な
る
際
は

「
本
人
確
認
書
類
（
免
許
証
な
ど

顔
写
真
付
き
の
も
の
）」
と
「
納

税
通
知
書
」
を
必
ず
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

●
納
税
は
「
口
座
振
替
」
が

お
す
す
め
で
す　

　

ご
指
定
の
口
座
か
ら
納
期
限
の

日
に
自
動
的
に
引
き
落
と
さ
れ
ま

す
。
納
め
忘
れ
や
二
重
納
付
を
防

ぐ
こ
と
が
で
き
、
便
利
で
確
実
で

す
。
納
税
通
知
書
に
「
口
座
振
替

依
頼
書
」
が
同
封
さ
れ
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
収
納
課
の
窓
口
で
も

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
に
よ
る
申
込

が
で
き
ま
す
。
水
曜
日
・
金
曜
日

で
あ
れ
ば
午
後
７
時
ま
で
お
手
続

き
で
き
ま
す
。

■
問
合
せ
＝
（
課
税
内
容
に
つ
い

て
）
資
産
税
課
☎
（２０）
３
０
０
９

（
口
座
振
替
・
納
税
に
つ
い
て
）

収
納
課
☎
（２０）
３
０
１
０

地
震
に
強
い
安
全
な
住
ま
い

づ
く
り
を
応
援
し
ま
す

　

市
で
は
、
地
震
に
強
い
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
昭
和

56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工
さ
れ

た
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
や
耐
震

改
修
等
工
事
の
費
用
の
一
部
を
補

助
し
て
い
ま
す
（
事
前
に
市
へ
申

請
を
し
て
か
ら
実
施
し
た
も
の
に

限
る
）。
ま
た
、
申
請
に
は
一
定

の
要
件
が
あ
り
ま
す
。

▼
耐
震
診
断
補
助
＝

・
診
断
費
用
の
３
分
の
２
、
上
限

２
万
円

・
補
強
計
画
策
定
費
用
の
３
分
の

２
、
上
限
８
万
円

・
耐
震
診
断
と
補
強
計
画
策
定
費

用
の
３
分
の
２
、
上
限
10
万
円

▼
耐
震
改
修
補
助
＝
改
修
費
用
の

２
分
の
１
、
上
限
80
万
円

※
耐
震
改
修
に
は
事
前
に
補
強
計

画
を
含
む
耐
震
診
断
が
必
要

▼
耐
震
建
替
補
助
＝

　

建
替
前
の
住
宅
の
耐
震
改
修
に

要
す
る
費
用
相
当
額
（
1
㎡
当
た

り
２
３
４
０
０
円
）
の
２
分
の
１
、

上
限
80
万
円

※
耐
震
建
替
に
は
事
前
に
耐
震
診

断（
診
断
結
果
に
要
件
有
）が
必
要

■
問
合
せ
＝
建
築
指
導
課

☎
（２０）
３
１
０
４　


